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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紫外線ランプと、該紫外線ランプから放射される紫外線の照射範囲内に配置され、オゾ
ン生成作用を有する１８５ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に赤色可視光を発光する
（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ３：Ｅｕを含む材料で構成した蛍光体と、殺菌作用を有する２５４ｎｍ
波長の紫外線の照射を受けた場合に黄緑色可視光を発光するＬａＰＯ４：Ｃｅ，Ｔｂを含
む材料で構成した蛍光体と、光触媒活性化作用を有する３６０ｎｍ波長の紫外線の照射を
受けた場合に青色可視光を発光するＺｎＳ：Ａｇ，Ｃｕ，Ｇａ，Ｃｌを含む材料で構成し
た蛍光体を備えていることを特徴とする紫外線発光器。
【請求項２】
　ケースの一面に形成した凹所内に上記紫外線ランプを収納すると共に、該紫外線ランプ
から放射される紫外線の照射範囲内であり、且つ、ケース外部から視認可能な位置に、上
記蛍光体を配置したことを特徴とする請求項１に記載の紫外線発光器。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、殺菌やオゾン生成用の紫外線を放射する紫外線ランプを備えた紫外線発光
器に係り、特に、紫外線ランプからの紫外線放射量の減少・有無を検知し、紫外線ランプ
の交換時期を適切に判断することのできる紫外線発光器に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
　２５４ｎｍの波長の紫外線は殺菌作用が顕著であり、また、１８５ｎｍの波長の紫外線
は空気中の酸素に作用してオゾンを生成し、該オゾンは殺菌作用・脱臭作用に優れている
ことから、上記波長の紫外線を放射する紫外線ランプを備えた殺菌用、脱臭用の各種紫外
線発光器が提案されている。
　上記紫外線ランプとしては、紫外線透過材料より成る気密容器内に、アルゴンと水銀と
を混合してなる紫外線放射ガスや、キセノンを主体とした紫外線放射ガスを充填すると共
に、一対の放電電極を収納して構成されたものが使用されており、上記一対の放電電極間
で放電を生成することにより、紫外線放射ガスから様々な波長の紫外線が放射されるよう
になっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　ところで、紫外線ランプの気密容器内で放電が生成された場合、上記紫外線放射ガスか
らは、様々な波長の紫外線と共に、４１０ｎｍ程度の波長の青色可視光も放射されるよう
になっている。このため、通常は、上記青色可視光によって紫外線ランプの交換時期を判
断しており、青色可視光が視認できなくなった時点や、青色可視光の発光強度が小さくな
った時点で新しい紫外線ランプに交換しているのが実状であった。
【０００４】
　しかしながら、上記紫外線ランプは、先ず初めに紫外線の放射量が減少・消滅し、その
後、青色可視光の放射量が減少・消滅していくものであるため、上記青色可視光の視認に
よっては、紫外線ランプからの紫外線放射量の減少・有無を検知し、紫外線ランプの交換
時期を適切に判断することはできなかった。
　すなわち、紫外線の放射量が著しく減少或いは消滅している場合には、紫外線による殺
菌作用やオゾン生成作用が殆ど得られないため紫外線ランプを交換すべきであるにも拘わ
らず、上記青色可視光が十分に放射されていると、紫外線ランプを交換することなく使用
し続けるといった事態が生じることとなるからである。
【０００５】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、
紫外線ランプからの紫外線放射量の減少・有無を検知し、紫外線ランプの交換時期を適切
に判断することのできる紫外線発光器の実現にある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するため、本発明に係る紫外線発光器にあっては、紫外線ランプと、
該紫外線ランプから放射される紫外線の照射範囲内に配置され、オゾン生成作用を有する
１８５ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に赤色可視光を発光する（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ３

：Ｅｕを含む材料で構成した蛍光体と、殺菌作用を有する２５４ｎｍ波長の紫外線の照射
を受けた場合に黄緑色可視光を発光するＬａＰＯ４：Ｃｅ，Ｔｂを含む材料で構成した蛍
光体と、光触媒活性化作用を有する３６０ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に青色可
視光を発光するＺｎＳ：Ａｇ，Ｃｕ，Ｇａ，Ｃｌを含む材料で構成した蛍光体を備えてい
ることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の紫外線発光器にあっては、オゾン生成作用を有する１８５ｎｍ波長の紫外線の
照射を受けた場合に赤色可視光を発光する（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ３：Ｅｕを含む材料で構成し
た蛍光体と、殺菌作用を有する２５４ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に黄緑色可視
光を発光するＬａＰＯ４：Ｃｅ，Ｔｂを含む材料で構成した蛍光体と、光触媒活性化作用
を有する３６０ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に青色可視光を発光するＺｎＳ：Ａ
ｇ，Ｃｕ，Ｇａ，Ｃｌを含む材料で構成した蛍光体を配置したことから、オゾン生成作用
を有する波長の紫外線、殺菌作用を有する波長の紫外線、光触媒活性化作用を有する波長
の紫外線の放射量の減少・有無の検知を容易に行うことができる。
【０００８】
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　すなわち、オゾン生成作用を有する１８５ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に赤色
可視光を発光する（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ３：Ｅｕを含む材料で構成した蛍光体から発生する赤
色可視光の色調の変化を目視することにより、オゾン生成作用を有する波長の紫外線放射
量の減少・有無の検知を容易に行うことができる。
【０００９】
　また、殺菌作用を有する２５４ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に黄緑色可視光を
発光するＬａＰＯ４：Ｃｅ，Ｔｂを含む材料で構成した蛍光体から発生する黄緑色可視光
の色調の変化を目視することにより、殺菌作用を有する波長の紫外線放射量の減少・有無
の検知を容易に行うことができる。
　さらに、光触媒活性化作用を有する３６０ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に青色
可視光を発光するＺｎＳ：Ａｇ，Ｃｕ，Ｇａ，Ｃｌを含む材料で構成した蛍光体から発生
する青色可視光の色調の変化を目視することにより、光触媒活性化作用を有する波長の紫
外線放射量の減少・有無の検知を容易に行うことができる。
【００１０】
　ケースの一面に形成した凹所内に上記紫外線ランプを収納しても良く、この場合には、
上記蛍光体は、紫外線ランプから放射される紫外線の照射範囲内であり、且つ、ケース外
部から視認可能な位置に配置される。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　以下、図面に基づき、本発明に係る紫外線発光器10の実施形態を説明する。
　本発明の紫外線発光器10は、図１乃至図３に示すように、樹脂等より成る略直方体形状
のケース12と、該ケース12の側面に形成された略半円筒状の凹所14内に収納された紫外線
ランプ16と、ケース12内部に収納された上記紫外線ランプ16駆動用の電池18と、上記紫外
線ランプ16の駆動回路を内蔵した駆動部20とを備えている。
【００１２】
　上記紫外線ランプ16は、図４に示すように、石英ガラス等の紫外線透過ガラスより成る
略円筒状の一対の直管部22，22と、両直管部22，22を連通接続する曲管部24と、上記直管
部22，22の開口を溶融封止して成る封止部26とから構成される気密容器28と、該気密容器
28内の両端封止部26近傍にそれぞれ配置された一対の放電電極30，30と、各放電電極30に
接続されたリード線32とを備えて成る。
　上記気密容器28内には、アルゴンと水銀とを混合してなる紫外線放射ガス、或いは、キ
セノンを主体とした紫外線放射ガスが充填されている。
　上記放電電極30は、モリブデン、タングステン等より成り、先端部は直管部22内に露出
すると共に、基端部は気密容器28の封止部26内に埋設されている。封止部26内に埋設され
た放電電極30の基端部には、リード線32の一端が接続され、該リード線32の他端は、気密
容器28の外部に導出されている。
【００１３】
　上記紫外線ランプ16にあっては、一対の放電電極30，30間で放電が生成されると、電子
が紫外線放射ガスに衝突して様々な波長の紫外線が放射される。放射される紫外線の波長
は広範囲に亘るが、この中２２０ｎｍ未満の波長（特に１８５ｎｍ）の紫外線は、空気中
の酸素に作用してオゾン（Ｏ３）を生成することができる。また、２５４ｎｍの波長の紫
外線は、殺菌作用が顕著である。
　尚、上記の通り、放電電極30，30間で放電が生成された場合、様々な波長の紫外線と共
に、４１０ｎｍ程度の波長の青色可視光も放射される。
【００１４】
　上記凹所14内には、紫外線の反射効率の高いアルミニウム等より成る断面略Ｕ字状の反
射板34が、その開口端部34ａ，34ａ（図２参照）をケース12外へ向けて配置されており、
該反射板34で囲繞される空間内に上記紫外線ランプ16が配置されている。この結果、紫外
線ランプ16から放射された紫外線を、ケース12外部へ向けて効率良く反射させることがで
きるようになっている。尚、上記反射板34の開口端部34ａ，34ａは、ケース12外部から視
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認できる位置に配置されている。
【００１５】
　上記反射板34の開口端部34ａ，34ａ内面には、蛍光体36が被着されている。この蛍光体
36は、上記紫外線ランプ16から放射された紫外線の照射を受けて可視光を発生する材料で
構成されている。
　例えば、上記蛍光体36は、オゾン生成作用を有する２２０ｎｍ未満の波長（特に１８５
ｎｍ）の紫外線の照射を受けて可視光を発生する材料で構成することができる。
　具体的には、１８５ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合の緑色可視光の発光強度の大
きいＢａＯ・６Ａｌ２Ｏ３：Ｍｎ、１８５ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合の赤色可
視光の発光強度の大きい（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ３：Ｅｕ等を含む材料で構成することができる
。
　また、上記蛍光体36を、殺菌作用を有する２５４ｎｍの波長の紫外線の照射を受けて可
視光を発生する材料で構成しても良い。
　具体的には、２５４ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合の黄緑色可視光の発光強度の
大きいＬａＰＯ４：Ｃｅ，Ｔｂ等を含む材料で構成することができる。
　勿論、オゾン生成作用を有する波長の紫外線の照射を受けて可視光を発生する材料で構
成した蛍光体36と、殺菌作用を有する波長の紫外線の照射を受けて可視光を発生する材料
で構成した蛍光体36の双方を、反射板34の開口端部34ａ，34ａ内面に被着しても良い。
　さらに、オゾン生成作用を有する１８５ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合及び殺菌
作用を有する２５４ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合の何れの場合にも、可視光の発
光強度の大きい材料、例えば、赤色可視光を発生するＹ２Ｏ３Ｅｕや緑色可視光を発生す
るＺｎ２ＳｉＯ４：Ｍｎ等を含む材料で、上記蛍光体36を構成することもできる。
　尚、上記においては、蛍光体36を反射板34の開口端部34ａ，34ａ内面に被着した場合を
例に挙げて説明したが、紫外線ランプ16から放射される紫外線の照射範囲内であり、且つ
、ケース12外部から視認可能であるならば、紫外線発光器10の適宜の位置に上記蛍光体36
を配置することができる。
【００１６】
　本発明の紫外線発光器10にあっては、反射板34の開口端部34ａ，34ａ内面に、紫外線ラ
ンプ16から放射された紫外線の照射を受けて可視光を発生する材料で構成された蛍光体36
を被着したので、当該蛍光体36から発生する可視光の色調の変化を目視することにより、
紫外線ランプ16からの紫外線放射量の減少・有無を検知することができ、この結果、紫外
線ランプ16の交換時期を適切に判断することが可能になる。すなわち、紫外線ランプ16の
紫外線放射量が減少するに従って、上記蛍光体36から発生する可視光の量も減少していき
、可視光の色調が変化することから、斯かる可視光の色調変化を目視することで、紫外線
ランプ16からの紫外線放射量の減少・有無を検知することができるのである。
　また上記蛍光体36を、反射板34の開口端部34ａ，34ａ内面に被着しているので、紫外線
ランプ16から直接放射された紫外線のみならず、反射板34で反射された紫外線も、蛍光体
36へ照射することができる。この結果、蛍光体36から発生する可視光の量が増加して視認
し易くなるため、その色調変化を容易に確認することができる。
【００１７】
　上記蛍光体36を、オゾン生成作用を有する波長の紫外線の照射を受けて可視光を発生す
る材料で構成した場合には、当該蛍光体36から発生する可視光の色調の変化を目視するこ
とにより、特にオゾン生成作用を有する波長の紫外線放射量の減少・有無の検知を容易に
行うことができるので、本発明の紫外線発光器10をオゾン生成装置として使用する場合に
好適である。
　例えば、蛍光体36を、上記ＢａＯ・６Ａｌ２Ｏ３：Ｍｎ、（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ３：Ｅｕを
含む材料で構成すると、当該蛍光体36は、１８５ｎｍ波長の紫外線の照射を受けて発光強
度の大きい可視光を発生するので、可視光の視認がし易く、斯かる可視光の色調の変化を
目視することにより、特にオゾン生成作用を有する波長の紫外線放射量の減少・有無の検
知を容易に行うことができることとなる。
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【００１８】
　また、上記蛍光体36を、殺菌作用を有する波長の紫外線の照射を受けて可視光を発生す
る材料で構成した場合には、当該蛍光体36から発生する可視光の色調の変化を目視するこ
とにより、特に殺菌作用を有する波長の紫外線放射量の減少・有無を検知を容易に行うこ
とができるので、本発明の紫外線発光器10を殺菌装置として使用する場合に好適である。
　例えば、蛍光体36を、上記ＬａＰＯ４：Ｃｅ，Ｔｂを含む材料で構成すると、当該蛍光
体36は、２５４ｎｍ波長の紫外線の照射を受けて発光強度の大きい可視光を発生するので
、可視光の視認がし易く、斯かる可視光の色調の変化を目視することにより、特に殺菌作
用を有する波長の紫外線放射量の減少・有無の検知を容易に行うことができることとなる
。
【００１９】
　さらに、オゾン生成作用を有する波長の紫外線の照射を受けて可視光を発生する材料で
構成した蛍光体36と、殺菌作用を有する波長の紫外線の照射を受けて可視光を発生する材
料で構成した蛍光体36の双方を、反射板34の開口端部34ａ，34ａ内面に被着した場合には
、オゾン生成作用を有する波長の紫外線及び殺菌作用を有する波長の紫外線双方の放射量
の減少・有無の検知を容易に行うことができる。
【００２０】
　尚、３００～４００ｎｍ（特に３６０ｎｍ）の波長の紫外線は、優れた光触媒活性化作
用を有していることから、本発明の紫外線発光器10を用いて光触媒の活性化を行う場合に
は、上記蛍光体36を光触媒活性化作用を有する波長の紫外線の照射を受けて可視光を発生
する材料で構成しても良い。この場合には、当該蛍光体36から発生する可視光の色調の変
化を目視することにより、特に光触媒活性化作用を有する波長の紫外線放射量の減少・有
無の検知を容易に行うことができる。
　具体的には、３６０ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合の緑色可視光の発光強度の大
きいＺｎＯ：Ｚｎ、３６０ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合の青色可視光の発光強度
の大きいＺｎＳ：Ａｇ，Ｃｕ，Ｇａ，Ｃｌ等を含む材料で構成することができる。蛍光体
36を、上記ＺｎＯ：Ｚｎ、ＺｎＳ：Ａｇ，Ｃｕ，Ｇａ，Ｃｌを含む材料で構成すると、当
該蛍光体36は、３６０ｎｍ波長の紫外線の照射を受けて発光強度の大きい可視光を発生す
るので、可視光の視認がし易く、斯かる可視光の色調の変化を目視することにより、特に
光触媒活性化作用を有する波長の紫外線放射量の減少・有無の検知を容易に行うことがで
きることとなる。
【００２１】
【発明の効果】
　本発明の紫外線発光器にあっては、紫外線ランプから放射される紫外線の照射範囲内に
、オゾン生成作用を有する１８５ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に赤色可視光を発
光する（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ３：Ｅｕを含む材料で構成した蛍光体と、殺菌作用を有する２５
４ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に黄緑色可視光を発光するＬａＰＯ４：Ｃｅ，Ｔ
ｂを含む材料で構成した蛍光体と、光触媒活性化作用を有する３６０ｎｍ波長の紫外線の
照射を受けた場合に青色可視光を発光するＺｎＳ：Ａｇ，Ｃｕ，Ｇａ，Ｃｌを含む材料で
構成した蛍光体を配置したことから、オゾン生成作用を有する波長の紫外線、殺菌作用を
有する波長の紫外線、光触媒活性化作用を有する波長の紫外線の放射量の減少・有無の検
知を容易に行うことができる。
　すなわち、オゾン生成作用を有する１８５ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に赤色
可視光を発光する（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ３：Ｅｕを含む材料で構成した蛍光体から発生する赤
色可視光の色調の変化を目視することにより、オゾン生成作用を有する波長の紫外線放射
量の減少・有無の検知を容易に行うことができる。
　また、殺菌作用を有する２５４ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に黄緑色可視光を
発光するＬａＰＯ４：Ｃｅ，Ｔｂを含む材料で構成した蛍光体から発生する黄緑色可視光
の色調の変化を目視することにより、殺菌作用を有する波長の紫外線放射量の減少・有無
の検知を容易に行うことができる。
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　さらに、光触媒活性化作用を有する３６０ｎｍ波長の紫外線の照射を受けた場合に青色
可視光を発光するＺｎＳ：Ａｇ，Ｃｕ，Ｇａ，Ｃｌを含む材料で構成した蛍光体から発生
する青色可視光の色調の変化を目視することにより、光触媒活性化作用を有する波長の紫
外線放射量の減少・有無の検知を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る紫外線発光器の概略縦断面図である。
【図２】　本発明に係る紫外線発光器の概略横断面図である。
【図３】　本発明に係る紫外線発光器の側面図である。
【図４】　紫外線ランプを示す断面図である。
【符号の説明】
10　紫外線発光器
12　ケース
14　凹所
16　紫外線ランプ
34　反射板
36　蛍光体

【図１】 【図２】
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